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In this project, the researchers of various fields cooperate to analyze the evolution and adaptation of living organisms in the 
extreme environments with various tools of chemical and biological analyses. Then,we foucused on Antarctic MARIMO 
which is located in the Skallen Oike and its shape is platy-globular. In this paper, preliminary results of pigment analysis of 
Antarctic MARIMO were reported. 
 
我々は、多様な分野の研究者が連携し、多様な測定手段を用いて、極限環境中の構成物全般を調査し、関連付

けることで、極限環境における生物の進化と適応性に関する知見を得ることを目的として研究を進めている。そ

の中で、スカーレン大池に生育している球状の藻類（南極マリモと呼ぶ、Fig. 1）に着目した。これに注目した理
由は、扁平ながら球状の外見をしており、さらに、藻類でありながら内部が緑色で外部が緑色をしていないとい

う特異的な構造をもっている点、冬季の強風により湖内から周囲の陸上に吹き上げられることにより湖内で生産

された有機物の陸上への供給源になり生態系維持のための重要な因子となっている可能性が考えられる点にある。

ここでは、南極マリモの光合成特性を明らかにすることを目的として、光合成色素の分析を行った結果について

報告する。 
 第 48次、第 49次南極観測体により凍結状態で持ち帰った南極マリモを研究に用いた。凍結した南極マリモの
切片を作成し、蛍光顕微鏡で観察したところ、表層の茶色の部分にはクロロフィル由来の蛍光がほとんど観察さ

れず、内側の緑色部からクロロフィル由来の蛍光信号が観察された。次に南極マリモ試料を凍結乾燥後、内部の

緑色部と、表層の茶色の部分とに分離した。それぞれにジメチルホルムアミドを添加し、光合成色素を抽出し、

マルチチャンネル分光検出器を備えた HPLCにより分析を行った。但し、緑色部が表面部に絡み込んでおり、完
全に表層部から緑色部を分離することはできなかった。分析の結果、緑色部の色素組成と、表層部の色素組成は、

濃度は表層部が低いもののほぼ一致しており、主要な色素は、クロロフィル a,  クロロフィル b,β-カロテン、カ
ンタキサンチンであった。一方、それぞれの試料をクロム酸による酸化処理後、ジクロロメタンでの抽出液を GC-
MSで分析し、エチルメチルマレイミドの定量を行った。検出されたエチルメチルマレイミドの濃度は、表層部か
らは緑色部の 1/10程度であった。 
緑色部と表層部の HPLCでのクロマトグラムの類似性は、内部の緑色部と表層の茶色の部分が全く同じもので
あるか、緑色部が完全に除去できていないために、緑色部に由来する色素成分が混入したことに起因すると考え

られる。クロム酸酸化処理では、クロロフィルが変性していてもポルフィリン環構造が残っていれば、エチルメ

チルマレイミドとして検出できるが、表層部か

らエチルメチルマレイミドはほとんど検出され

なかった。これらのことから、表層の茶色部に

はもともとクロロフィルを含んでいない成分で

あり、検出されたクロロフィル類は緑色部の藻

類の混入であると考えられた。 
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Fig. 1  Antarctic MARIMO, outer picture (left) and inner structure (right).
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